








[要旨]大阪府での追跡調査の結果、3 回の HB ワクチン接種を完了しているものは 8O 数%

であり、残りの数%は HBV に感染しており、さらに残りの約 10%は、転居や不在のケース

や、親の受診拒否や医療機関の説明不足によるケースであった。これらは、医療機関によ

るフォローを十分行うことにより、完全に予防措置を実施することが期待できるものと考

えられる。一方、HB ワクチンの早期接種を行った 33 例全例で有意な HBs 抗体の上昇がみ

られ,初期反応は良好であり、HBs 抗原が陽性化したものは一例もみられなかった。HB ワ

クチンの早期接種は生後 2力月に開始する従来の方法と同程度に有効であるものと考えら

れた。


